
はじめに

2021 年 2 月に『英語×「主体的・対話的で深い学び」─ 中学校・高校 新学習指導要領対

応 ─ 』（大学教育出版）を出版しました。本書はその続編と言えると思います。本書でも読者

の皆さまのお役に立てることをうれしく思います。

読者の皆さまの生徒たちは、主体的・対話的で深い学びを楽しんでいますか。

Yes の答えの皆さまには、さらに質問があります。ではどうしたら、もっと主体的・対話的

で深い学びを生徒たちが楽しんでくれるでしょうか。

No の答えの皆さまにもさらに質問があります。ではどうしたら、主体的・対話的で深い学

びを生徒たちが楽しんでくれるでしょうか。

このようにお尋ねする意図は、「主体的・対話的で深い学び」で生徒たちが楽しむ授業のあ

り方を皆さまと一緒に考えたい、ただそれだけです。

「主体的・対話的で深い学び」などを求める現行学習指導要領は、私たち教師に大きな変化を

求めるものかもしれません。私たちはその学習指導要領の下で、教科書を使って授業をしてい

ます。さらにコロナ禍にあって、オンライン授業の実施、教室での学習内容・学習形態への対

応など、学校は大きく様変わりすることが求められました。新たな時代に対応しようとする教

育政策の変化にも加え、コロナ禍への対応も加わり、学校は大変革の時を迎えたということです。

学習指導要領が変わり、教科書も変わり、コロナ禍が教育に変革を求めるかもしれません

が、不易流行とはよく言ったもので、変わっていない、変わってはいけない部分も意外とたく

さんあります。変わっていないものがたくさんあるのも事実ですから、これに気づいて、教え

ることの基礎・基本さえしっかりしていれば、大きいと思える変化も実はたいしたことではな

いとわかってきます。

こういう時にこそ私たち教師は鷹揚に構えて、生徒たちにのびのびと接したいものです。そ

のお役に立ちたいと、教えることの基礎・基本を土台に、小学校との接続や生徒たちの躓きへ

の対応を重視しつつ、CLIL（内容言語統合型学習）、ICT（情報通信技術）、UDL（学びのた

めのユニバーサルデザイン）を取り入れた授業を紹介して、「主体的・対話的で深い学び」を

可能にしてくれるアイデア満載の、いつの世にも色あせない本書を皆さまにお届けします。

著者の中学校の先生方は、生徒たちが「主体的・対話的で深い学び」を実現することを願っ

て、コロナ禍の日々の勤務に忙殺される中、渾身の力を振り絞って原稿を完成しました。その

熱意が読者の皆さまにきっと伝わると思います。
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本書をお読みいただくにあたって

本書では、最初の章のⅠで全体的な説明をして、 Ⅱ では CLIL、ICT、UDL 以外の授業成

功のカギを熟知された先生方に特別に執筆をお願いしました。取り上げたのは、学習指導要領

の「本丸」とも言える「話すこと［やり取り］」、そして協同学習と PBL です。PBL は中学校
の「総合的な学習の時間」や高校の「総合的な探究の時間」を包括すると考えています。

Ⅲ では、小学校、中学校、高校の小中高の接続を考えることなく中学校の学びを考えるこ

とはできないと考えていますので、まず、小中高の接続の一端を考え、次に小学校と中学校

との小中接続の実践的なあり方を説き、最後に中学校と高校の中高接続を考えます。 Ⅳ では

CLIL、ICT、そして UDL を説明して、おススメの TIPs（秘訣）をお伝えします。皆さんの
授業でも活用していただきたいと思います。

V の Stage 1 では、中学校の検定教科書に基づいた英語の授業を提案します。1 年生の授業

については 3 人の先生方、2 年生と 3 年生の授業はそれぞれ 1 人の先生が提案します。本書で

は、いかにして小学校と中学校を接続するかを重視しています。1 年生を担当する授業では、

まず、現在中学校で教鞭をとっている狩野先生と、中学校の先生ですが現在小学校で教鞭を

とっている島岡先生が、すぐれた小中接続を見つめた授業を提案します。続いて園元先生は、

小中接続を見つめ、音声面に注目する授業を提案します。1 年生の授業の最後は、藤澤先生で、

PBL の授業の基礎を提案します。その後は、西川先生が 2 年生の授業を、最後は岡﨑先生が
3 年生の授業を提案します。それぞれの先生が独自の思いで授業を提案しますから、統一した

「指導案」ではありません。 こんな教科書です！ で教科書の内容を説明しています。授業の

提案の後には Stage 2 で、CLIL、ICT、そして UDL に関するそれぞれの専門家と中学校の先

生との対話でそれぞれの見解が述べられて、Stage 3 ではそれぞれの授業をまとめます。 Ⅵ で
は全体を振り返ります。

本書には、文部科学省が著作権を所有する『中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説　

外国語編』からの引用が多数あります。引用文献にはその出典を明記するのが通例ですが、『中

学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説　外国語編』につきましては、それからの引用であ

ることが容易におわかりいただけるであろう場合は、紙面の都合上その記載を控えさせていた

だき、学習指導要領とのみ記載するか、そのようにさえ記載しない場合もありますのでご了承

ください。これに倣い、『小学校学習指導要領解説　外国語活動・外国語編』は小学校学習指

導要領と、『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料【中学校　外国語】』

は、中学校評価資料と記載します。引用文献は巻末に所載しますが、参考文献等は本編に所載

しました。また、授業に役立つ情報提供をめざしたコラム等を配置しています。



中学英語「主体的・対話的で深い学び」× CLIL × ICT × UDL
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